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抄

ゲンゴロウの防禦物質としての Te8tO8terOn

TestosteronalsAbwehrstoffdesSchlamm･

schwimmersltybius.H.Schildkenecht,

H.Birringeru/JU.Machwitz,Angew.Chem.

79,579(1967).

先年ゲンゴロウグマン(Dytiscusmargl'natis)の胸

の分相脱から哨乳動物ホルモンのCortexonが単離き

れたが,邦2の哨乳動物ホルモンがゲンゴロウの防禦
物質として見出された.2種類のゲンゴロウ(Itybius

feneslratusおよび I.fult'gtnosus)について調べられ

たが,これらのものは体の後封f'ut部および胸部におのお

の1つの袋があり,その中には微生物および冷血動物

に対する防禦物質が充たされている.この甥の分き鉱物

の主成分は咽乳動物の正要な刀性ホルモンの1つであ

るTestosteronであることがわかった.

袋をメタノール中でつぶし,和られT=茄色油分を放

阿F'S屑クロマトグラフを用いて相知分離し,主成分と
して粘朋油分を得た.これは数日後に結晶した.

UV:241m〃(enone-cbromophore);IR:1660cm~1

(vo.a),1610cm~1(yo.a),3360cm-1(OH),1055cm-1

(レo_olt,5ないし6員脂環式化合物の2扱アルコール),

3020cm-I(C-Cにつく多くのH);分子!Jt288(Ti虫

分析).以上のデータからTestosteronと同定した.

そのAcetatも馳!.(および亦タは裂スペクトルで一致し

た.

防烈物Tfとしての作用は非'Ilrfに印象的である.ゲン

ゴロウの一班(I.fencstraius)をヒキガエル(Erdkr6te

および Knoblauchkr6te) やエゾアカガエル

(Grasfrosch)に喰わせると,例えば一匹の餓えたヒ

キガエルは5分間以内に4匹のゲンゴロウを喰べたが,

20分後に叫び声をあげて,血のまじっT=師紋で包まれ
T=2匹のit三きているゲンゴロウを吐きZlル た.ヒキガ

エルの-梯(Knoblauchkr6te)やカエルでは紙料まそ
れほどよくはない.それでもこれらの動物はこのjd:い

経験を学びとった.すなわち,1,2回ゲンゴロウをと

った班らは.たとえ'出脱であってももはやゲンゴロウ

を喰べようとはしない.

Testosteronは魚に対しても寺'J作用をもっている.
金魚をこのホルモンの希紬溶披 (long/mt)の中にも

ってくると,興萄状温 筋蒋執 ついで平衡錯乱を起こ

し,最後には生気を矢なって底の方に横たわってしま

う.新鮮な水に戻すとすみやかに恢役する.(富田一郎)
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(~ミTズカビの1種AchtuabfsexzLaElSから単離し■､

.I,た性ホルモン ･･

Isolationofasexhormonefromth9Water

mouldAchlyaIbl'se.xuaLl'S.McMorrlrS,T.C.iL

.二･and(A.W,Barksdale,'Nature215,320(1967).
h＼

Achtya屈菌の'メスの菌糸からまわりの水中にある

物Tiが分泌され これに反応してオスの菌糸は特徴の

ある枝分れを生じ,.その先鞘に造相お(antheridium)
をつく:畠･この有効物矧 まHorm?neAという名前で
よく知られていた.

･､lifi者らは AbisexuaLisT一畠株からこのホルモンを

結晶状に畔離､し,Anth'eridiolと名づけた.

デキスト1)ン,edamin(lattalbumの加水分解物),

炭酸石灰を甲他 4麗額の成分をふくや 壇地に遊起子

(zoospor占)を昼中 ､25や :3日醜 鵬 養す.る･噛
糸を弼 ll,炉紋由pH･tを4･0与,tL:た.のち,methylene

c山oiide抽出 ･嘩 氾舶Lf.■か･,申P'ガム吻短を村
I､た.とのガム物矧 まシ･)カゲ･Jt,上で醐エチを溶媒とし

て?ロマ･トグラ■フ車おこなうと,高い活性をもつ分両I

iまカラム上でかっ色相と与る.̀これ考シ.)カゲル(也)
上でクロクホ,レム/メタノール-'10:.1で分取頭屑クロ
マ トグラフ､1-をおこな5.と茄色材_L･様物質の中に結

uF7Uを生じでくる̀. このようにして 85Lの培衣紋から

Antheridiolの結晶 2mgを柑た.さらに収率をあげ

るため向流分配弘田(水/メタノール/醐エチ/石油エー

テル(b.p.60-80o)-1:1:1.25:1)をもちいて10mgの

kl･-ur占を孔けこ.

I●この物弛 ま2×10-8mg/mLの氾皮でオス菌糸の枝

分れを,10~6mg/mLで近fllS器を形成こさせることがで

きる.

UV,IRの結架はhydroxylとcarbonyl官能基を,.

質地スペクトルの結果はC29Hi208(M七一70)をあたえ

･る.また接触水素添加によって Antheiidiolはαサ
unsaturatedγ-1actoneとα-β-unsaturatedketone
の存在が明らかになった. (上山昭別)

一食虫植物の1種DrbsophultunltZLSILanicumの

圧培養 ､

CultivationofembryosofDroso♪hylLumLusi･

ianicumLink-aninsectivorousplant.R.More

Swamy&H.Y.MohanRam,/EsPerienh'a23

･･■(8):675,1967.

食虫拾物を無菌培養するための栄韮要求や開花の研

究には多ぐの人が興味を持っている. この論文ではモ

ウセンゴケ科に屑するDyosoPhylLumlusitantcumの

種子ならびに腫培養の結果を報じている.

まずホワイト培地の変法,すなわちしょ拙2,% と寒

天0.8%をふくむが,'インドールさく酸 くIAA)をふぐ＼

まない培地 (WB)を基本とした.､このWB培地に肉
抽出液,カゼイン加水分解物(CH)1､あるいは酢母抽出

紋をそれぞれ添加してさらに3車重の培地を.7.'8出した.

しかし種子はとれらの培地では8-ioiur.Ti]後でもまら

たく発芽しなかった.そこで発芽促進のために班子を

36時間流水で洗らたり,あろいは希硫酸で処FJ!したが

効果はなかった.

I●っぎに艦を細菌的にとり出し,それを6疎籾のtLr･地

にうえつけた,その結米,CH培地.CH+IAAIL'･地

はもちろん;WB培地でも艦は発芽し,-10ユ那il後には

7-8cm の放物になった..しかし花はつけなかった.

WB十CH+CM (ココナッツミルク)培地では肱は発

芽の形式をとらず,細胞は増姫をくりかえし,lo過問

後にはカルスをつくった. なお CH+CM あるいさ羊
CIi+Kinetin1ppm+IAA1ppm培地では分裂がさ

らに活発であった.アもトカーミンおしつぶし法でみ

ると分鍬 中期,qi細胞,tracheid株細胞の班合である

ことがわかった.

こ■めようにLでDrosoPhyllumLusitanichmはltf培

養によってfri子の休眠を打破することが可能になった.

慎た由地の組成をかえることによって雌の形憾形成を

人為的に制御することもできた. (上山肥州
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